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市
長　

事
例
研
究
や
器
具
の
比

較
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

ス
契
約
満
了
後
、
暖
か
い
色
味

へ
の
変
更
を
検
討
で
き
る
か
。

市
民
部
長　

新
基
準
に
よ
る
過

度
の
返
礼
品
競
争
抑
制
を
見
込

ん
だ
が
、
物
価
高
騰
で
返
礼
品

に
日
用
品
を
求
め
る
人
が
増
え

た
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
休
日
診
療

所
・
休
日
調
剤
薬
局
等
の
一
体

的
施
設
に
つ
い
て
な
ど

て
は
、
市
民
に
対
し
市
の
財
政

状
況
を
含
め
た
よ
り
丁
寧
な
説

明
が
必
要
だ
。
所
見
を
伺
う
。

市
長　

時
期
を
捉
え
経
費
や
収

支
の
見
通
し
を
明
ら
か
に
し
、

広
く
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う

周
知
の
方
法
等
を
工
夫
す
る
。

議
員　

太
陽
光
発
電
設
備
等
を

リ
ー
ス
契
約
で
自
宅
に
設
置
し

た
場
合
、
市
の
制
度
で
は
助
成

対
象
に
な
ら
な
い
が
、
都
の
制

度
で
は
設
置
し
た
都
民
に
還
元

す
る
こ
と
を
条
件
に
リ
ー
ス
業

者
に
助
成
を
し
て
い
る
。
都
に

条
件
を
合
わ
せ
る
べ
き
だ
。

生
活
環
境
部
長　

市
の
制
度
に

お
い
て
も
、
市
内
の
リ
ー
ス
業

者
へ
の
助
成
を
通
し
て
市
民
へ

還
元
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
。
業
者
へ
の
助
成
に
、
市

民
へ
の
還
元
を
条
件
と
す
る
こ

と
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

東
八
道
路
の
開
通
に
伴

う
牟
礼
地
区
の
騒
音
、
振
動
対

策
を
都
に
要
請
す
べ
き
だ
。

都
市
整
備
部
長　

地
域
の
要
望

を
受
け
、
都
が
速
度
抑
制
の
看

板
を
設
置
す
る
予
定
と
聞
い
て

い
る
。
今
後
も
必
要
に
応
じ
て

都
へ
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

議
員　

部
活
動
指
導
員
の
配
置

に
つ
い
て
は
、
部
活
動
の
地
域

連
携
を
掲
げ
る
国
や
都
が
予
算

を
拡
充
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

国
や
都
に
財
政
支
援

を
強
く
要
請
す
る
と
と
も
に
、

市
と
し
て
も
学
校
３
部
制
に
お

け
る
部
活
動
の
在
り
方
等
に
つ

い
て
主
体
的
に
検
討
す
る
。

議
員　

内
部
統
制
制
度
に
お
い

て
は
、
業
務
上
の
ミ
ス
を
全
庁

的
に
共
有
し
次
に
生
か
す
こ
と

が
重
要
だ
。
所
見
を
伺
う
。

第
一
副
市
長　

情
報
共
有
と
各

部
署
の
主
体
的
な
取
り
組
み
を

通
し
て
、
よ
り
適
正
な
事
務
執

行
に
努
め
て
い
く
。

議
員　

財
源
拡
充
に
向
け
た
国

へ
の
要
望
は
、
普
通
地
方
交
付

税
不
交
付
団
体
と
し
て
だ
け
で

は
な
く
、
交
付
団
体
と
も
足
並

み
を
そ
ろ
え
て
粘
り
強
く
行
っ

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

第
二
副
市
長　

都
市
長
会
が
一

丸
と
な
っ
て
要
望
し
、
地
方
財

政
の
充
実
、
補
塡
制
度
の
創
設

な
ど
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
新
型
コ
ロ

ナ
対
策
／
地
域
に
お
け
る
防
災

活
動
に
つ
い
て
な
ど

も
検
討
し
な
か
っ
た
の
か
。

企
画
部
調
整
担
当
部
長　

財
源

確
保
の
問
題
の
ほ
か
、
国
や
都

に
よ
る
広
域
的
対
応
が
必
要
と

の
認
識
か
ら
見
送
っ
た
。

議
員　

新
都
市
再
生
ビ
ジ
ョ
ン

で
は
、
市
民
に
身
近
な
施
設
の

老
朽
化
対
応
が
後
回
し
に
さ
れ

て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ

ン
タ
ー
の
プ
ー
ル
に
つ
い
て
の

検
討
状
況
を
伺
う
。

市
長　

利
用
者
の
減
少
や
修
繕

費
の
増
加
を
踏
ま
え
、
施
設
の

融
合
化
、
統
合
化
の
視
点
で
現

実
的
な
対
応
を
検
討
し
た
い
。

議
員　

人
権
基
本
条
例
（
仮

称
）
を
制
定
す
る
前
に
、
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
実
施
な

ど
緊
急
の
人
権
課
題
に
な
ぜ
対

応
し
よ
う
と
し
な
い
の
か
。

企
画
部
長　

各
施
策
に
通
底
す

る
理
念
や
方
向
性
を
条
例
で
明

確
に
し
た
上
で
、
市
独
自
の
パ 

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入

も
視
野
に
検
討
を
進
め
る
。

議
員　

市
税
収
入
、
基
金
の
積

立
額
は
増
加
し
て
い
る
。
基
金

を
活
用
し
、
市
独
自
の
物
価
高

騰
対
策
と
コ
ロ
ナ
支
援
策
を
実

施
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

企
画
部
調
整
担
当
部
長　

補
正

予
算
の
編
成
や
予
備
費
充
当
等

の
措
置
を
講
じ
、
独
自
の
支
援

策
に
柔
軟
か
つ
機
動
的
に
取
り

組
ん
だ
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
国
立
天
文

台
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
／
補
聴

器
購
入
費
助
成
に
つ
い
て
な
ど

確
保
体
制
と
主
な
リ
ス
ク
対
応

策
に
つ
い
て
伺
う
。

第
一
副
市
長　

全
庁
的
な
推
進

体
制
を
構
築
し
、
職
員
研
修
等

で
共
通
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
優
先
対
応
リ
ス
ク
を
選
定

し
、
各
部
局
で
自
己
評
価
・
自

己
点
検
を
行
っ
た
。

議
員　

コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
対

応
で
職
員
体
制
の
充
実
・
強
化

を
図
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
適

正
な
職
員
数
に
つ
い
て
伺
う
。

第
一
副
市
長　

現
状
で
は
定
数

条
例
の
上
限
人
数
に
迫
り
、
一

定
の
見
直
し
を
検
討
す
る
時
期

に
来
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

議
員　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

市
税
へ
の
影
響
額
が
当
初
の
見

込
額
よ
り
１
億
円
以
上
増
加
し

た
主
な
要
因
に
つ
い
て
伺
う
。

議
員　

令
和
４
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
と
物
価
高
騰
が
地
域
経
済

や
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
の
進

捗
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

緊
急
時
の
柔
軟
な
行
政

運
営
を
行
う
一
方
で
、
三
鷹
駅

南
口
中
央
通
り
東
地
区
再
開
発

や
国
立
天
文
台
周
辺
の
ま
ち
づ

く
り
な
ど
未
来
へ
の
投
資
、
基

本
構
想
改
正
や
基
本
計
画
策
定

に
向
け
た
市
民
参
加
で
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
の
活
動
な
ど
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と
な

る
取
り
組
み
を
進
め
た
。

議
員　

同
様
に
教
育
部
門
に
お

け
る
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　

子
ど
も
の
学
び
や
学

校
を
核
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
学

校
３
部
制
に
関
す
る
検
討
を
着

実
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

議
員　

当
該
年
度
、
三
鷹
駅
南

口
中
央
通
り
東
地
区
再
開
発
に

つ
い
て
地
権
者
と
の
合
意
形
成

は
ど
の
程
度
進
ん
だ
の
か
。

市
長　

「
子
ど
も
の
森
」
基
本

プ
ラ
ン
策
定
の
過
程
で
一
定
の

理
解
が
得
ら
れ
た
も
の
と
考
え

る
。
引
き
続
き
早
期
事
業
化
を

目
指
し
調
整
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　

当
該
年
度
に
運
用
を
開

始
し
た
適
正
事
務
管
理
制
度
に

お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

代
表
質
疑

代
表
質
疑

　

９
月
８
日
の
本
会
議
で
、各
会
派
の
代
表
者
７
人
が
、

令
和
４
年
度
決
算
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
要

旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。ま
た
、各
議
員
タ
イ
ト
ル
欄
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
録
画
中
継
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

コ
ロ
ナ
と
物
価
高
騰
対
策
へ

コ
ロ
ナ
と
物
価
高
騰
対
策
へ

機
動
的
に
取
り
組
め

機
動
的
に
取
り
組
め

　
　 
自
民
ク
ラ
ブ

土
屋
け
ん
い
ち
　
幹
事
長

高
環
境
・
高
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の

高
環
境
・
高
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の

更
な
る
深
化
を
目
指
せ

更
な
る
深
化
を
目
指
せ

　
　 

公
明
党

赤
松
　
大
一
　
副
幹
事
長

議
員　

三
鷹
駅
前
地
区
再
開
発

な
ど
都
市
再
生
事
業
の
推
進
に

当
た
っ
て
は
、
地
域
防
災
拠
点

整
備
の
視
点
と
地
域
課
題
の
解

消
が
重
要
だ
。
事
業
所
管
の
体

制
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

第
三
副
市
長　

多
岐
に
わ
た
る

分
野
の
連
携
と
調
整
を
円
滑
に

推
進
す
る
た
め
、
庁
内
横
断
的

な
体
制
を
強
化
す
る
。

議
員　

保
育
園
で
の
医
療
的
ケ

ア
児
の
受
け
入
れ
は
十
分
と
は

い
え
な
い
。
次
年
度
に
向
け
て

ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
た
か
。

子
ど
も
政
策
部
長　

ケ
ア
の
種

類
を
限
定
せ
ず
、
ケ
ー
ス
ご
と

に
入
園
の
可
否
を
判
断
し
受
け

入
れ
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

議
員　

三
小
、
井
口
小
で
行
っ

た
長
期
休
業
期
間
を
含
む
地
域

子
ど
も
ク
ラ
ブ
の
毎
日
実
施
の

ニ
ー
ズ
は
更
に
高
ま
る
も
の
と

考
え
る
。
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

子
ど
も
政
策
部
長　

全
校
実
施

に
向
け
て
取
り
組
む
と
と
も 

に
、
学
童
保
育
所
と
の
一
体
的

運
営
等
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員　

福
祉
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
ど
ん
ぐ

り
山
に
お
け
る
出
前
研
修
を
踏

ま
え
た
今
後
の
取
り
組
み
と
施

設
利
用
者
の
移
動
支
援
に
係
る

検
討
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
等
、

参
加
者
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
研

修
形
態
を
検
討
す
る
と
と
も
に

デ
マ
ン
ド
交
通
の
乗
降
ス
ポ
ッ

ト
の
設
置
等
に
取
り
組
む
。

議
員　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

に
向
け
た
庁
内
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

化
や
公
用
車
Ｅ
Ｖ
化
な
ど
具
体

的
な
取
り
組
み
の
検
討
と
事
業

進
捗
の
共
有
に
係
る
国
立
天
文

台
と
の
連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

生
活
環
境
部
長　

地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
を
改
定
し
様
々

な
施
策
を
推
進
す
る
と
と
も 

に
、
国
立
天
文
台
と
は
光
害
の

防
止
な
ど
で
連
携
し
て
い
く
。

議
員　

共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
多
様
な
市
民
の
芸
術
活
動
を

支
援
す
る
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ

ト
は
本
市
の
魅
力
を
向
上
さ
せ

る
イ
ベ
ン
ト
だ
。
当
該
事
業
の

今
後
の
拡
充
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　

商
業
関
係
者

と
福
祉
団
体
と
の
連
携
で
更
に

事
業
を
拡
充
し
共
生
と
に
ぎ
わ

い
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

〈
そ
の
他
の
質
問
〉
市
民
参
加

で
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
つ
い

て
な
ど

市
民
生
活
に
寄
り
添
っ
た

市
民
生
活
に
寄
り
添
っ
た

市
政
運
営
を
求
め
る

市
政
運
営
を
求
め
る

　
　
立
憲
民
主
緑
風
会

谷
口
　
敏
也
　
幹
事
長
　 

議
員　

三
鷹
駅
前
と
国
立
天
文

台
周
辺
の
再
開
発
事
業
に
つ
い

福
祉
を
増
進
し
市
民
の
命
と

福
祉
を
増
進
し
市
民
の
命
と

暮
ら
し
を
守
れ

暮
ら
し
を
守
れ

　
　 

日
本
共
産
党

栗
原
け
ん
じ
　
副
幹
事
長

議
員　

令
和
４
年
度
に
お
い
て

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
が
市
民
生
活
と

地
域
経
済
に
深
刻
な
影
響
を
与

え
た
。
同
感
染
症
に
対
す
る
取

り
組
み
を
ど
う
総
括
す
る
か
。

市
長　

地
域
団
体
の
協
力
や
医

療
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
円

滑
に
感
染
拡
大
防
止
策
を
実
施

で
き
た
。
５
類
移
行
後
も
一
定

の
事
業
を
継
続
し
て
い
く
。

議
員　

今
後
の
感
染
症
対
応
の

体
制
強
化
に
向
け
、
三
鷹
市
域

へ
の
保
健
所
設
置
に
つ
い
て
の

検
討
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長　

多
摩
府
中
保
健
所
管
内

の
６
市
が
共
同
で
、
保
健
所
を

増
設
す
る
方
向
で
見
直
す
よ
う

都
に
要
望
し
て
い
る
。

議
員　

学
校
給
食
の
食
材
費
高

騰
分
は
公
費
負
担
と
し
た
が
、

無
償
化
に
踏
み
切
る
自
治
体
が

あ
る
中
で
本
市
は
そ
う
し
な
か 

っ
た
。
緊
急
一
時
的
な
無
償
化

市
民
の
権
利
や
利
益
を
守
る

市
民
の
権
利
や
利
益
を
守
る

市
政
運
営
を
行
え

市
政
運
営
を
行
え

　
　
　
き
ら
り
い
の
ち
を
め
ざ
す

　
　
　
市
民
派
・
無
所
属
・
れ
い
わ

伊
沢
け
い
子
　
副
幹
事
長

議
員　

個
人
情
報
保
護
条
例
の

改
正
に
当
た
り
、
権
利
の
濫
用

に
係
る
条
項
を
定
め
た
こ
と 

は
、
市
民
の
情
報
請
求
権
を
侵

害
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

総
務
部
長　

一
定
の
判
断
基
準

と
し
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成

し
、
権
利
行
使
を
不
当
に
妨
げ

な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

議
員　

本
市
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
副
反
応
疑
い
及
び
死
亡
報
告

は
何
件
か
。
ま
た
、
健
康
被
害

救
済
制
度
の
申
請
状
況
と
審
査

結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　

令
和
５
年
３ 

月
末
時
点
で
、
副
反
応
疑
い
報

告
48
件
の
う
ち
死
亡
３
人
、
健

康
被
害
救
済
制
度
の
申
請
12
件

の
う
ち
５
件
が
国
か
ら
認
定
さ

れ
、
残
り
７
件
は
審
査
中
だ
。

議
員　

国
立
天
文
台
北
側
敷
地

の
遺
跡
試
掘
調
査
に
よ
る
現
地

の
動
植
物
へ
の
影
響
に
つ
い
て

国立天文台北側敷地の遺跡試掘調査の
様子

ど
う
予
測
し
て
い
た
の
か
。

第
三
副
市
長　

都
と
事
前
協
議

し
、
自
然
環
境
に
極
力
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
調
査
と
す
る
こ
と

を
確
認
し
実
施
に
至
っ
た
。

議
員　

井
口
特
設
グ
ラ
ウ
ン
ド

土
地
利
用
構
想
に
は
市
民
か
ら

反
対
や
疑
問
の
声
が
あ
る
。
ど

う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

都
市
再
生
部
調
整
担
当
部
長　

地
域
や
利
用
団
体
等
の
多
様
な

三鷹市のふるさと納税案内サイト


